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きらめき　ひろがる　有田川

今月の主な内容
Ｐ２～４	 まちのわだい
Ｐ５, ６	 ひきこもりについて考えるＰ８, ９	 マイナンバーが通知されますＰ 10	 町の財政はおおむね『健全』Ｐ 11	 非常勤職員採用試験

Ｐ 20～ 23　お知らせ

今月の表紙
吉備金屋線開通式

（P2 道路の開通・供用が行われました！）



ま ち の わ だ い

・９月４日（金）
　県道海南金屋線
　【市場バイパス】が開通
・９月 18 日（金）
　国道 480 号
　【長谷川工区】が供用
・９月 19 日（土）
　県道吉備金屋線
　【国道 42 号～有田 IC】が開通
・９月 24 日（木）
　国道 480 号
　【板尾押手工区】が開通

田殿小学校体育館で９月 27 日（日）、地方創生事業の一環として、「有田川という未来 vol.2」が行われました。
ゲストスピーカーにリバースプロジェクトから伊勢谷友介さん・村松一さん、和歌山市で女子会 Jewel’s を運

営している石本ゆりさんを迎え、今回は 20・30 代の女性を対象に、約 100 人の方に町の未来について話し合っ
ていただきました。  
「有田川という未来（地方創生事業）」については、広報 2016 年１月号に特集予定です。

県道海南金屋線【市場バイパス】
県道吉備金屋線【国道42号～有田ＩＣ】
国道480号【長谷川工区】【板尾押手工区】

道路の開通・供用開始！

ガールズトークからまちづくりがスタートする
GIRLS, STAND UP, SPEAK UP, THUMB UP!
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ま ち の わ だ い

今年は和歌山での開催となった国体。有田川町では９月
20 日（日）にスポーツチャンバラ、９月 27 日（日）にリレー
ション３が行われました。両競技とも白熱したバトルが繰り
広げられました。

　10 月12 日（月・祝）、「第８回　ありだがわチョ
ウリンピック 2015」が開催されました。各種ス
ポーツのほか、新体力テストやキックボード３時
間耐久レース選手権などでにぎわいました。

10 月３日（土）、鷲ヶ峰コスモスパー
クで「Sweet 10 Aridagawa in コス
モスパーク」が行われました。前日の
暴風の影響でコスモスは少し散ってし
まったものの、有田川町の特産品販売
やパラグライダー体験などの催しで会
場は賑わっていました。

シルバーウィークの ALEC は「ビブ
リオバトル」「オレンジライフボード
ゲーム大会」「カロム大会」「ぞうきん
がけ選手権」と、いろんな「バトル」
で盛り上がりました！それぞれで楽し
いバトルが繰り広げられ、選手や観客
の皆さまから素敵な笑顔がたくさんあ
ふれていました。

チョウリンピックきのくに和歌山国体

Sweet 10 Aridagawa 2015 in
コスモスパーク

シルバーウィークはALECでバトル！

スポーツの秋！
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ま ち の わ だ い

５月に田植えをした親子が、自分
たちが植えた田んぼの稲刈りをしま
した。

秋風を感じながら、丁寧に刈り取
りはぜ掛けも行い、終わったあとは、
河原で鮎つかみ取りや、水てっぽう
を作り、清水を満喫しました。

八幡小学校３・４年生が有田中央
高校清水分校の生徒のサポートを受
けながら稲刈りをしました。あらぎ
島耕作者の皆さまや農協職員さんの
指導を受け鎌で刈り、はぜ掛けをし
ました。これからも雑穀など稲作の
作業は続きます。

清水保育所年長組が、道の駅あら
ぎの里前の“ミニあらぎ島”で稲刈
り。到着して「うわ～！大きくなっ
てる！」と田植えをした時からの稲
の成長にびっくり。一株一株鎌で刈
り取るスピードはどんどん速くな
り、あっと言う間に刈り取ってしま
いました。

和歌山市で活動している「音知倶楽部」からご依
頼を受けた和歌山特報社さまより、「有田川町の未来
の子供たちや、福祉の増進のために利用してほしい。

“はばたけ”有田川町の子供たち！」と、金５万円を
贈呈いただきました。ありがとうございました。

９月上旬、湯浅スポーツセンターで行われた「第
２回和歌山県秋季ミニバスケットボール大会」。
KIBI-jr クラブ（男子）が２年連続優勝を果たしまし
た！

冬季大会を控えた今後の活躍にも期待したいと思
います。おめでとうございます！

あらぎ島で稲刈り

和歌山特報社からの贈呈

親子稲作体験 in 清水あ
らぎ島

八幡小学校・有田中央
高校　稲作学習

清水保育所“ミニあら
ぎ島”で稲刈り

ミニバスケットボール大会優勝！
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特
集ひ

き
こ
も
り
に
つ
い
て
考
え
る問い合わ

せ

　
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

職
場
や
学
校
、
地
域
に
お
い
て
の
人
間
関
係
の
悩
み
は
、

誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
に
は
「
も
う
外
に
出
た
く
な
い
」
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

普
段
は
気
に
な
ら
な
い
こ
と
で
も
、
そ
の
時
の
心
の
状
況
や
環
境
に
よ
っ
て
は
、

誰
も
が
ひ
き
こ
も
り
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

も
し
、
自
分
が
、
家
族
が
、
ひ
き
こ
も
り
に
な
っ
た
ら
:

決
し
て
ひ
と
ご
と
で
は
な
い
『
ひ
き
こ
も
り
』
は
、 
現
代
社
会
に
お
い
て
、

家
庭
や
学
校
、
企
業
、
地
域
社
会
な
ど
で
取
り
組
む
べ
き
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
は
、『
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
』。 

こ
の
月
間
を
機
会
に
、
あ
な
た
も
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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ひ
き
こ
も
り
っ
て
？

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
就
学
や
就
労
な
ど
の
対
人

関
係
の
場
を
回
避
し
、
6
カ
月
以
上
ほ
と
ん
ど
を

家
庭
に
と
ど
ま
り
続
け
る
状
態
の
こ
と
。
時
々
、

近
所
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
へ
外
出
を
す
る
こ
と
が

あ
る
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
、「
弱
い

人
間
だ
」「
甘
え
だ
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
を
抱
く
人
は
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
違
い
ま
す
。
実
際
に
ひ
き
こ
も
る
人
々
の
多

く
は
、
好
き
好
ん
で
そ
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
が
国
の
調
査
で
は
全
国
15
～
39
歳
の
若
者
の

う
ち
、
約
70
万
人
が
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
潜
在
的
な
数
を

考
え
る
と
、
も
っ
と
大
き
な
数
に
な
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
は
若
者
の
問

題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
最

近
で
は
中
高
年
の
方
の
ひ
き
こ
も
り
も
顕
在
化
し

て
き
て
お
り
、
ひ
き
こ
も
り
が
長
期
化
し
て
い
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま

す
。

そ
の
き
っ
か
け
は
？

ひ
き
こ
も
り
に
な
る
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
グ
ラ
フ
（
出
典
／
内
閣
府
）
を
見
る
と

「
職
場
に
な
じ
め
な
か
っ
た
」
と
い
う
理
由
が
最

も
多
く
、「
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
」

と
い
う
理
由
も
合
わ
せ
る
と
、
仕
事
に
関
係
す
る

こ
と
が
約
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
し
か
し
、「
そ
の
他
」
と
い
う
理
由
も
約

25
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
原
因
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
に
な
る
と
、
社
会
に
参
加

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
失
い
、
そ
の
気
が
な
く
と

も
ず
る
ず
る
と
長
期
化
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
長
引
く
こ
と
に
よ
る
焦
り
や
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
か
ら
精
神
的
な
疾
患
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。

効
果
的
な
支
援
の
た
め
に

こ
の
よ
う
な
長
期
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
外
部

か
ら
の
個
々
に
合
わ
せ
た
支
援
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
当
事
者
本
人
か
ら
直
接
話
を
聞
い

た
上
で
、
そ
の
人
に
あ
っ
た
専
門
機
関
へ
と
つ
な

ぐ
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
当
事
者
本
人
、
ま
た
は
、
家
族
が
S
O
S

を
発
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
そ
の
話
を

聞
く
こ
と
も
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
自
分

だ
け
で
、
家
族
間
だ
け
で
悩
む
の
で
は
な
く
、
早

い
段
階
で
相
談
を
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
相
談

を
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
の

で
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
支
援
の
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
、
周
辺
の
相
談
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

0 5 10 15 20 25

無回答

その他

妊娠した

受験に失敗した（高校・大学）

大学になじめなかった

人間関係がうまくいかなかった

不登校（小・中・高校）

就職活動がうまくいかなかった

病気

職場になじめなかった

30（％）

23.7

23.7

20.3

11.9

11.9

6.8

1.7

0.0

25.4

3.4

ひきこもりになったきっかけ
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ひ
き
こ
も
り
　
総
合
相
談

●
和
歌
山
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

・
内
容
／
保
健
所
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
必
要
な
一
次
相
談
窓

口
と
し
て
設
置
。
ひ
き
こ
も
り
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
ご
本
人
や
ご
家
族
な
ど
の
ご
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

・
日
時
／
9
時
～
17
時
45
分
（
土
日
祝
日
お
よ
び

年
末
・
年
始
を
除
く
）

・
場
所
／
和
歌
山
市
手
平
2
‐
1
‐
2　

県
民
交

流
プ
ラ
ザ
ビ
ッ
グ
愛
2
階 

精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内

　

☎『
ひ
き
こ
も
り
相
談
電
話　

い
っ
ぽ
ラ
イ
ン
』

　
　

0
7
3
‐
4
2
4
‐
1
7
1
3

●
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

W
ith Y

ou 

わ
か
や
ま

・
内
容
／
お
お
む
ね
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
若
者

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
相
談
に
対
応
し

ま
す
。
悩
ん
で
い
る
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
ご
家
族
や
お
友
達
か
ら
の
相
談
も
受
け
付

け
ま
す
。

・
日
時
／
10
時
～
17
時（
土
日
祝
日
お
よ
び
年
末
・

年
始
を
除
く
）

・
場
所
／
和
歌
山
市
本
町
2
‐
40

　
　
　
　

聖
‐
ソ
レ
イ
ユ
ビ
ル
4
階

　

☎
0
7
3
‐
4
2
8
‐
0
8
7
4

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
メ
ー
ル
相
談
も
可
能
で
す
！

●
湯
浅
保
健
所　

保
健
福
祉
課

・
内
容
／
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
や
保
健
師
な
ど

が
、
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
相
談
（
随
時
）、

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
月
3
回
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。
必
要
に
応
じ
、
訪
問
も
可
。
ひ
き
こ
も

り
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
ご
本
人
や
ご
家
族
な

ど
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

・
日
時
／
9
時
～
17
時
45
分
（
土
日
祝
日
お
よ
び

年
末
・
年
始
を
除
く
）

・
場
所
／
湯
浅
町
湯
浅
2
3
5
5
‐
1

　

☎
0
7
3
7
‐
６
４
‐
1
2
9
4

●
有
田
川
町　

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
健
康
推
進
課

・
内
容
／
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
案
内
・
申
請
受

付
や
、
保
健
師
か
ら
の
保
健
指
導
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
、
他
の
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

・
日
時
／
8
時
30
分
～
17
時
15
分　
（
土
日
祝
日

お
よ
び
年
末
・
年
始
を
除
く
）

・
場
所
／
有
田
川
町
役
場
金
屋
庁
舎
1
階

　

☎
0
7
3
7
‐
５
２
‐
2
1
1
1
（
代
表
）

●
有
田
川
町
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

・
内
容
／
「
つ
な
ぐ
」「
さ
さ
え
る
」「
ま
も
る
」

を
合
言
葉
に
、
家
庭
問
題
に
関
す
る
総
合
的
な

相
談
機
関
と
し
て
、
児
童
虐
待
や
D
V
、
不

登
校
、ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
要
な
場
合
は
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

り
対
応
し
ま
す
。

・
日
時
（
来
庁
相
談
）
／
8
時
30
分
～
17
時
15
分　

（
土
日
祝
日
お
よ
び
年
末
・
年
始
を
除
く
）

・
日
時
（
電
話
相
談
）
／
随
時
対
応
（
時
間
帯
に

よ
り
役
場
に
転
送
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

・
場
所
／
有
田
川
町
役
場
金
屋
庁
舎
2
階

　

☎
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

0
8
0
‐
8
9
4
1
‐
5
1
3
7

　

☎
0
7
3
7
‐
５
２
‐
2
1
1
1（
代
表
）

生
活
・
就
労
相
談

●
有
田
振
興
局　

健
康
福
祉
部
（
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
相
談
）

・
内
容
／
生
活
困
窮
者
支
援
を
中
心
と
し
、
経
済

的
な
問
題
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
、
ひ
き
こ

も
り
や
ニ
ー
ト
で
悩
ん
で
い
る
方
、
働
い
た
経

験
が
な
く
不
安
な
方
な
ど
、
複
合
的
な
課
題
を

抱
え
た
方
に
も
対
応
し
ま
す
。

・
日
時
／
9
時
～
17
時
（
土
日
祝
日
お
よ
び
年
末
・

年
始
を
除
く
）

・
場
所
／
湯
浅
町
湯
浅
2
3
5
5
‐
1

　

☎
0
7
3
7
‐
６
４
‐
1
2
9
2

7



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

持
つ
、
12
桁
の
番
号
の
こ
と
で
す
。
原
則
と
し
て
一
度
指
定
さ
れ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯
変
わ
ら
ず
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
、
社

会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
行
政
手
続
き
で
使
用
が
始
ま
り
ま
す
。

住
民
票
の
住
所
あ
て
世
帯
ご
と
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
通
知

す
る
た
め
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
、
11
月
中
旬
か
ら
転
送
不
要
の

書
留
郵
便
で
配
達
し
ま
す
。
書
留
郵
便
で
す
の
で
ポ
ス
ト
投
函
は

さ
れ
ま
せ
ん
。
留
守
な
ど
で
受
け
取
り
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

「
郵
便
物
等
ご
不
在
連
絡
票
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
）」
が
入
り
ま

す
の
で
、
保
管
期
限
ま
で
に
郵
便
局
に
ご
連
絡
の
上
、
受
け
取
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
で

の
保
管
期
限

を
過
ぎ
る
と

役
場
に
戻
さ

れ
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、

平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で

に
、
下
記
の

と
お
り
役
場

窓
口
ま
で
受

け
取
り
に
お

越
し
く
だ
さ

い
。

通知カード送付時の外観

■
受
取
窓
口

・
吉
備
庁
舎

　

住　

民　

課
…
住
所
が
旧
吉
備
町
の
方

・
金
屋
庁
舎

　

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
…
住
所
が
旧
金
屋
町
の
方

・
清
水
行
政
局

　

住
民
福
祉
室
…
住
所
が
旧
清
水
町
の
方

※
右
記
と
は
異
な
る
庁
舎
・
出
張
所
で
受
け
取
る
場

合
は
、受
取
日
の
３
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

12
月
14
日（
月
）
～
12
月
20
日（
日
）
の
間
は
、
20

時
ま
で

各
庁
舎
（
出
張
所
を
除
く
）
で
受
け
取
り
で
き
ま
す
。

■
持
参
す
る
も
の 

本
人
確
認
書
類

・
運
転
免
許
証
、
住
基
カ
ー
ド
、
旅
券
な
ど
の
顔
写

真
付
き
の
官
公
署
発
行
証
明
書
の
う
ち
１
点

・
右
記
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、保
険
証
、年
金
証
書
、

預
金
通
帳
、
学
生
証
な
ど
の
う
ち
２
点

代
理
人
の
場
合

右
記
に
加
え
て
、
代
理
人
選
任
届
・
代
理
人
の
本

人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

●
法
施
行
日
10
月
５
日
の
住
民
票
情
報
で
作
成
さ
れ
送

付
さ
れ
ま
す

通
知
カ
ー
ド
は
法
施
行
日
の
10
月
５
日
現
在
の
住
民

票
情
報
で
作
成
さ
れ
送
付
さ
れ
る
た
め
、
世
帯
の
中
に

配
達
ま
で
に
転
出
な
ど
異
動
さ
れ
た
方
が
い
る
場
合
は
、

そ
の
方
の
通
知
カ
ー
ド
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
新
住
所

地
に
通
知
カ
ー
ド
の
再
送
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
そ
の
方
の
旧
住
所
の
通
知
カ
ー
ド
は
窓

口
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
10
月
５
日
以
降
に
出
生
や
国
外
か
ら
の
転
入

な
ど
で
新
た
に
住
民
票
が
作
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

別
途
、
通
知
カ
ー
ド
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

●
転
居
な
ど
の
異
動
時
に
は
通
知
カ
ー
ド
を
ご
持
参
く

だ
さ
い

転
居
や
転
入
、
氏
名
変
更
な
ど
の
異
動
の
際
は
、
通

知
カ
ー
ド
の
追
記
欄
に
異
動
事
項
を
記
載
し
ま
す
の
で
、

届
出
時
に
は
異
動
の
あ
る
同
世
帯
の
方
の
分
を
含
め
て

通
知
カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

大
切
に
し
て
ね
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

と
「
通
知
カ
ー
ド
」

①
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
者
（
国
の
行
政
機

関
や
地
方
公
共
団
体
、
勤
務
先
な
ど
）
以
外
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
み
だ
り
に
他
人
に
知
ら
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
※

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
る
通
知
カ
ー
ド

は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

※
F
a
c
e
b
o
o
k
、
L
I
N
E
、
T
w
i
t
t
e
r
な
ど
の

S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
へ
の
記
載

も
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
】11
月
中
旬
か
ら
世
帯
ご
と
に
郵
送

～「
通
知
カ
ー
ド
」の
受
け
取
り
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
～
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通知カード・個人番号カード交付申請書の様式（案）
おもて面 うら面

通
知
カ
ー
ド

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書　

兼　

電
子
証
明
書
発
行
申
請
書

※通知カードは、紙製のカードで､ 券面にはマイナンバー、氏名、住所、生年月日、性別を記載

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
に
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
交
付
申
請
書
と
返
信
用
封
筒
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
申
請
に
よ
り
平
成
28
年
1
月

か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
ー
ド
で
、

券
面
に
は
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
な
ど
が
記
載
さ
れ
顔
写
真
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
と
本
人

確
認
が
同
時
に
必
要
な
際
に
こ
れ
１
枚
で
済
む
唯
一
の

カ
ー
ド
で
あ
り
、
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
搭
載
さ
れ

た
電
子
証
明
書
で
e
‐
T
a
x
（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
の
電
子
申
請
や
平
成
29
年
１
月
開

設
予
定
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
情
報
提
供
等
記
録
開
示

シ
ス
テ
ム
）
へ
の
ロ
グ
イ
ン
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す

交
付
手
数
料
は
無
料
で
す
。
申
請
・
受
取
方
法
の
詳

細
は
、
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

個人番号カード（案）
お
も
て
面

う
ら
面
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平成 19 年 6 月に制定された「地方公共団体の財政
の健全化に関する法律」第 3 条第 1 項および第 22 条
第 1 項の規定により、平成 26 年度決算に基づく健全
化判断比率および資金不足比率を公表します。

■「健全化判断比率」「資金不足比率」は？
これらは、地方公共団体の財政が健全かどうかを

チェックするための指標です。
下記に掲載している①～④の比率について、早期健

全化基準（イエローカード）を超え「早期健全化団体」
となった場合は「財政健全化計画」を策定しなければ
なりません。また、⑤の公営企業会計の赤字状態を示
す比率が基準値を超えた場合は「経営健全化計画」を
策定し、それぞれの計画に従って財政の健全化に取り
組むこととなります。

また、財政再生基準（レッドカード）を超え、財政
破綻状態である「財政再生団体」となった場合は、「財
政再生計画」を策定し、国県の関与による確実な財政
の再生が求められることになります。

それでは、有田川町における平成 26 年度の健全化
判断比率について確認してみましょう。

■有田川町の現状

健全化判断比率等 平成
26 年度

平成
25 年度

早期健全化
基準

財政再生
基準

①実質赤字比率 ― ― 13.33 20.00

②連結実質赤字比率 ― ― 18.33 35.00

③実質公債費比率 11.2 12.3 25.0 35.0

④将来負担比率 54.6 65.9 350.0

⑤資金不足比率 ― ― 20.0

①および②については、実質赤字額および連結実質赤字額が発生
していないため、比率はありません。同じく、⑤についても公営企
業会計における資金不足が発生していないため、比率はありませ
ん。
①実質赤字比率／一般会計などの実質赤字額の標準財
政規模に対する割合を示す指標です。平成 26 年度決
算における実質赤字額は、実質収支額が黒字となった
ため赤字額が生じていません。

②連結実質赤字比率／一般会計などに加え、公営企業
会計を含めたすべての会計における実質赤字額の標準
財政規模に対する割合を示す指標です。連結実質赤字

比率は、連結実質収支が黒字となったため赤字額が生
じていません。

③実質公債費比率／公債費（借入金の元利償還金）の
水準を測る指標であり、一般会計などが負担する全ての
会計における公債費の標準財政規模に対する比率です。
平成 19 年度より実施した地方債の繰上償還や、交付
税算入率の良い有利な起債を中心として発行している
ことで、平成 25 年度より 1.1％減り、11.2％と改善す
ることができました。

④将来負担比率／一般会計に加え、公営企業会計、一
部事務組合や広域連合、土地開発公社、第三セクター
などを含めた負債のうち、一般会計等が将来負担すべ
き実質的な負債の標準財政規模に対する割合を示す指
標です。
　一般会計、公営企業会計の建設事業により地方債残
高が増加しましたが、財源となる基金が大幅に増加し
たことにより、54.6％（前年度比 11.3％減）と改善さ
れましたが、今後も計画的な事業の実施により地方債
残高の抑制が必要であると考えます。

⑤資金不足比率／「地方公共団体の財政の健全化に関
する法律」において上記の 4 つの指標とともに定めら
れており、公営企業会計の資金不足額の事業規模に対
する比率です。平成 26 年度決算においても、すべて
の公営企業会計に資金不足が生じていません。

以上の算定結果から判断指標の評価をします
と、平成 26 年度においても町の財政はおおむね

『健全』であると言えます。しかし、地方交付税
などの依存によるところが大きく、合併後 10 年
経過（平成 28 年度）から合併の特例による恩恵
も徐々に減額となっていきます。こうした中で、
今後、地方債など負債の減少や職員数の適正化、
水道・下水道といった公営企業の健全な経営が重
要になってくると考えています。

平成 26年度決算

有田川町の財政はおおむね「健全」
問い合わせ／吉備庁舎企画財政課

10



１．職種および募集予定人数
非常勤保育士／２人程度　
非常勤看護師／２人程度
職務内容／町立保育所などにおける保育業務・看護業務など

２．応募資格
昭和 31 年４月２日以降に生まれた人で、保育士・看
護師の資格を有する人または取得見込みの人。
ただし、次のいずれかに該当する人は受験できません

（地方公務員法第 16 条に該当する人）。
ア　成年被後見人および被保佐人
イ　禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで

またはその執行を受けることがなくなるまでの人
ウ　有田川町職員として懲戒免職の処分を受け、当該

処分の日から２年を経過しない人
エ　日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法ま

たはその下に成立した政府を暴力で破壊すること
を主張する政党その他の団体を結成し、またはこ
れに加入した人

３．選考方法
書類選考／応募者多数の場合、受験申込時にご提出い
ただくエントリーシートをもとに、事前審査を行う場
合があります。
面接試験／日時・場所などについては後日担当者から
ご連絡いたします。

４．受験手続きおよび受付期間
（１）申込用紙の交付
金屋庁舎こども教育課、吉備庁舎企画財政課、各町内
公立保育所にてお渡しします（土・日・祝日を除く）。
申込用紙を郵送で請求する場合は、封筒の表に「採用
試験申込用紙請求」と朱書し、82 円切手を貼った宛先
明記の返信用封筒を必ず同封して、金屋庁舎こども教
育課まで請求してください。また、有田川町ホームペー
ジから申込用紙をダウンロードすることもできます。

（２）提出書類
・有田川町非常勤職員採用試験申込書（顔写真を貼付

すること）
・有田川町非常勤職員採用エントリーシート

・保育士資格取得（見込み）を証明する書類の写しまた
は看護師資格取得（見込み）を証明する書類の写し

（３）申し込み方法
上記書類に必要事項を記入し、吉備庁舎企画財政課または
金屋庁舎こども教育課まで、持参または郵送してください。
なお、郵送する場合は、必ず簡易書留郵便とし、封筒の表
に「採用試験申込」と朱書してください。これら以外によ
る不着の問題につきましては一切対応いたしかねます。

（４）受付期間
11 月９日（月）～ 11 月 20 日（金）【当日必着】
※土・日・祝を除き、８時 30 分～ 17 時 15 分

５．勤務条件
（１）給与・勤務時間
非常勤保育士給与／ 154,800 円
非常勤看護師給与／ 174,200 円
勤務時間／週 37.5 時間以内
※通常１日につき７時間 30 分、１週間につき５日の

勤務です。非常勤保育士については、勤務場所によっ
て変則勤務や土日勤務があります。

（２）任用期間
任用期間は原則平成 28 年 4 月１日から平成 29 年 3
月 31 日までです。
任用期間を更新する場合は、各年度ごとに勤務実績や
健康状態などを考慮の上、決定します。ただし、60
歳に達している場合は、任用期間をその年度の末日ま
でとし、再度の更新は行いません。

（３）有給休暇
年次休暇（任用期間に応じ、10 日以内）、忌引休暇など

（４）福利厚生
健康保険、厚生年金保険および雇用保険の適用があります。

６．その他
・受理した提出書類は返却いたしません。
・その他詳しくは金屋庁舎２階こども教育課こども教育班

までお問い合わせください。

平成 28年 4月採用

有田川町非常勤職員採用試験のご案内
問い合わせ／金屋庁舎こども教育課
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健康みちしるべ

子
育
て
で
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

『
お
母
さ
ん
』
の
多
く
は
同
じ
悩
み
を
抱

え
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
行
動
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」「
子

ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
」

「
ど
う
や
っ
て
子
ど
も
と
接
し
た
ら
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」「
子
育
て
に
行
き
詰
ま
っ

て
い
る
」「
子
ど
も
に
手
を
上
げ
て
し
ま
う

自
分
が
怖
い
」
な
ど
…
…

で
も
大
丈
夫
！

だ
っ
て
初
め
て
の
子
育
て
で
す
。
み
ん

な
必
ず
悩
み
ま
す
。
し
か
し
、
解
決
策
は

き
っ
と
あ
り
ま
す
。

子
育
て
は
親
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
も
の
…

最
初
か
ら
一
人
前
の
親
は
い
ま
せ
ん
。

赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
な
が
ら
、
ま
た
、
ま
わ
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
親
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

親
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

有
田
川
町
で
は
、
親
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

　（
愛
称
：
B
P
）

0
歳
児
を
初
め
て
育
て
て
い
る
母
親
の

た
め
の
仲
間
・
き
ず
な
・
学
び
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

生
後
2
カ
月
～
5
カ
月
の
初
め
て
の
子

育
て
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

●
前
向
き
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

　（
愛
称
：
ト
リ
プ
ル
P
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
発
さ
れ
た
も
の

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
法
を
学
ん
で
、
親
の
子
育
て
力
が
よ
み

が
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

2
歳
～
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
を
も

つ
保
護
者
の
方
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

●
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ

　（
愛
称
：
C
S
P
）

ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
保
護
者
支
援

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
子

ど
も
と
の
関
係
に
悩
ん
で
い
る
方
に
、
子

ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
や
、
し
つ
け
の
方
法
を
具
体
的
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
ま
す
。

講
演
会
の
お
知
ら
せ

12
月
23
日（
水
・祝
）に
、
コ
モ
ン
セ
ン
ス・

ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
C
S
P
）
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

親
と
子
の
信
頼
関
係
を
高
め
て
、
効
果

的
に
し
つ
け
る
6
つ
の
法
則
を
楽
し
く
学

ん
で
も
ら
え
ま
す
。

子
育
て
中
の
親
御
さ
ん
、
子
育
て
支
援

者
の
皆
さ
ま
ほ
か
、
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
ご
案
内
は
、
保
育
所
・
小
学
校

か
ら
の
配
布
、
来
月
号
の
広
報
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
行
い
ま
す
。

乳幼児を子育て中の皆さまへ
子育て支援センターだより
子育て支援センターは皆さまの子育てを応援します。
ほっとルームでは、自由に室内遊びをしながら、いろんな情報交

換やおしゃべりを、あそびのひろばでは、みんなで手遊びや体操・簡
単なおもちゃ作り、絵本の読み聞かせや楽しいシアターもあるよ！

子育てワンポイントアドバイス
絵本の読みかせは親子の絆を深め、子どもの心を育てます。

開　　設　　日
子育て

悩み事相談
月曜日

（要予約） ◇ 9:30 ～ 11:30
◇13:30 ～ 16:30ほっとルーム＆

子育て相談
火曜日　
〜木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00 です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第２木曜日 10:00 ～ 11:00
（9 月・10 月はお休み）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0 〜 1歳半 奇数月の第 1 金曜日（午前中のみ）

1歳半〜就学前 偶数月の第 2 金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半〜
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日 9:30 ～ 11:00

■場所／子育て支援センター（藤並保育所 2 階）
☎ 090－7966－1697　52－5474［FAX 兼用］
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健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

11 月 4日（水）金屋文化保健センター
12 月 1日（火）清水保健センター
12 月 2日（水）金屋文化保健センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

11 月　5日（木）	19:30～ 20:30／粟生小学校体育館
	 リズムウォーキング
11 月 12日（木）	20:00 ～ 21:00 ／金屋農村センター
	 リズムウォーキング
11 月 19日（木）	14:00 ～ 15:00 ／清水会館
	 リズムウォーキング
11 月 27日（金）	14:00 ～ 15:00 ／金屋農村センター
	 美肌エクササイズ

■持参品／上履き、飲み物、タオル
■参加費／無料

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

　11月 2日（月）清水保健センター
　11月 5日（木）金屋文化保健センター
　11月 12日（木）金屋文化保健センター
　11月 19日（木）金屋文化保健センター
　11月 26日（木）金屋文化保健センター
　12月 3日（木）金屋文化保健センター
　12月 7日（月）清水保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診	 ［平成 27年 7月生まれ］
　11 月 24日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター
10 カ月児健診	 ［平成 26年 12月生まれ］
　11 月 10日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター
1 歳 6カ月児健診	［平成 26年 3月生まれ］
　11 月 18日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター
2 歳児健診	 ［平成 25年 8月生まれ］
　11 月 25日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター
3 歳 6カ月児健診	［平成 24年 4月生まれ］
　11 月 11日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

　11月 2日（月）「絵本の読み聞かせ」
　12月 7日（月）「クリスマス」
■場所／清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

　11月 17日（火）「手作りおもちゃ」
■場所／清水保健センター

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成 27 年 9 月）

区　　分 国民健康保険

加入者数 8,982 人

支払額 3 億 7,823 万円

1 人当たりの医療費 42,110 円

26 年度 1 人当たりの医療費（月） 33,748 円

26 年度 1 人当たりの医療費（年） 404,980 円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間

9:00 ～
11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

実施時間

9:30～11:00

有田川町国民健康保険無受診世帯表彰
去る9月、平成26年度の無受診世帯に対し、記念

品と中山町長からの表彰メッセージが贈られました。
表彰の条件として①資格を有している世帯全員が対

象期間中（平成26年度）病院を受診していないこと②
40歳以上の方である場合、対象期間中（平成26年度）
に特定健康診査を受診されていることなどがあり、今年
は条件を満たした合計26世帯が表彰されました。

健康の秘訣は定期的な健康チェック！
日々の生活習慣から！

表彰世帯で40歳以上の方は特定健康診査を受けられ
ており、ご自身の健康チェックをしっかりされています。
今回、表彰世帯の方々に普段から日常生活で気をつ

けていること、実践していることについてアンケート調
査にご協力いただきました。
食生活では「朝食を必ず食べる」「バランスよく食事

をしている」、運動習慣として「階段を積極的に使用す
る」「散歩をしている」などを実践されている方が多く、
また日常生活では「仕事や農作業、趣味など生きがい
をもって暮らすようにしている」「禁煙している（もとも
と吸わない）」といった方が多くみられました。
この結果を参考に皆さまも生活習慣を見直してはい
かがでしょうか？
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ
ますます輝く
プラチナ世代

☎
３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の２カ所で高齢者のさまざまな相
談に応じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。

ぴありんくる
■日時／11月16日（月）
　10：30～ 12：00頃
■場所／金屋文化保健センター
　※祝日のため曜日を変更しています。ご注意ください。

『ぴありんくる』は介護している家族さんと本人さんの集まりの場です。お気軽にご参加ください！

地域で「輝いているプラチナ世代」を紹介します！
今回は、町内各地域で介護予防運動に取り組まれている皆さまです。

この活動に参加することにより、高齢者自身の健康はもちろんのこと、地域の助け合いの「きずな」「地
域力」が強まっています。このようなグループは、現在 35グループあり、まだまだ増えつつあります。
自主活動なので、それぞれ長続きするよう工夫して活動しています。会場を開け、運動器具の準備、受

け付け、健康チェック、運動指導、後片付け…。すべて自分たちで相談しながら楽しく運営なさっています。
運動による体への効果はもちろん、集まっておしゃべりする時間が楽しい！と皆さまおっしゃっています。

いこら塾（金屋農村センター）

カーネーション（庄コミュニティセンター）

西ケ峯下地区

押手地区

沼田「うぐいすの里」

もう 10 年になります。
毎週木曜日の教室が楽
しみです！良い生活習慣
が身に付くのと、仲間が
でき、平等の責任感がつ
きました。（辻野さん）

やっとDVD
の操作がで
きるように
なったよ！
（中家さん）

紀美野町のグ
ループと交流
会をしました。
「おもてなし」
はおいしい炊
き込みご飯！

90歳やけど、歳のこと
考えたことないわ！体操
のおかげよ（大谷さん）

「運動のおかげで足の痛いのが治ったよ！」と、み
んな喜んでいます。後のいっぷくも楽しみの一つ！
（新家さん）

昔から芝居をしたり、カ
ラオケ愛好会を作ったりと、とにかく、ひとつの輪
になって盛り上がる仲のいい地域です。（白樫さん）

身体とともに、心の勉強になっています。
何事も良い方向に解釈できるようになりました。この地
域にお嫁に来てよかった。大満足です。（森田さん）

保育園児との
交流も楽しみ！

～　集まりの場でつなぐ「地域のきずな」　～
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こ
れ
か
ら
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
る
に
当
た
り
火
災
予
防
思
想
の
一

層
の
普
及
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

特
に
夜
間
は
逃
げ
お
く
れ
に
よ
る
死
者

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。『
お
休
み
前

の
火
の
元
の
点
検
』
は
確
実
に
お
願
い
し

ま
す
。

自
宅
が
火
事
に
な
っ
た
り
家
族
が
ケ
ガ

や
病
気
に
な
る
と
気
が
動
転
し
落
ち
着
い

て
1
1
9
番
通
報
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

左
図
の
1
1
9
番
の
か
け
方
を
参
考

に
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
電
話
機
の
そ
ば
に
自
宅
の
住
所

や
電
話
番
号
な
ど
必
要
事
項
を
書
い

た
メ
モ
を
貼
っ
て
お
く
な
ど
、
正
確
な

通
報
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

第
4
回「
防
火
の
詩（
う
た
）」募
集
！

火
災
予
防
啓
発
の
一

環
と
し
て
、
皆
さ
ま
か

ら
火
災
予
防
に
関
す
る

「
標
語
・
エ
ッ
セ
イ
・

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
」
を
募
集
し
ま
す
。

日
常
の
生
活
で
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

る
標
語
な
ど
形
式
は
特
に
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
入
選
さ
れ
た
方
に
は
、
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

●
応
募
方
法
／
町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ

て
い
る
方
で
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
（
学
校
名
）
を

明
記
の
上
、【
郵
送
】
ま
た
は
【
電
子
メ
ー

ル
】
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り
／
12
月
25
日
（
当
日
消
印
有

効
）

※
発
表
は
有
田
川
町
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
応
募
作
品
の
著

作
権
は
当
消
防
本
部
に
帰
属
し
、
原
則
返

却
は
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
作
品
に
関
す
る

肖
像
権
、
著
作
権
な
ど
の
責
任
は
、
当
消

防
本
部
で
一
切
負
い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

●
宛
先
・
担
当

　

〒
6
4
3
‐
0
8
1
1

有
田
川
町
庄
1
0
4
2

　

有
田
川
町
消
防
本
部　

予
防
課

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
8
件

救　
　

急
…
…
…
1
0
8
0
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
14
件

（
平
成
27
年
9
月
30
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「すべての寝室と階段（2階以上の階に寝室がある場合）に設置が義務付けられています。」

無防備な　心に火災が　かくれんぼ

11
月
9
日
は「
１
１
９
番
の
日
」

火災・救急・救助は 119 番
119 番のかけ方（局番なしで「119 番」をダイヤル）
受付員が必要なことを順にたずねますので、それに応じて正確に伝えてください。
◯ 発生場所（住所と番地）を正確に伝えてください。

◯ 携帯電話の利用は一般固定電話が利用できない時に使ってくだ
さい。電波状況により途中で切れる場合があります。

◎通報例
消防本部 119 番受付員 通報者

火事ですか？
救急車の要請ですか？

火事です。
救急車です。

場所はどこですか？ 大字◯△、◯△番地の消防太郎
です。◯×さん宅の西側です。

どのような状況ですか？
・隣の◯△さんの家が火事です。
・交通事故です。車が横転し、

中に人がいます。
・急に人が倒れて苦しんでいます。

◎注意事項

◯

慌てて一方的に話すと、正確に伝わらない上、時間もかかりま
す。一気に話そうとせず、落ち着いて聞かれたことに正確に答
えていくのが良い方法です。ただし、あなたが通報している場
所にまで煙や火が拡大するなど危険が迫っている場合は、すぐ
避難してください。

◯
携帯電話は受信局により有田川町以外の消防につながる場合も
あります。発生場所の住所を伝えれば管轄消防に転送してくれ
ます。

◯
救急車は必要ないが、病院を紹介して欲しい場合。
☆病院紹介は「和歌山県救急医療センター☎ 073-426-1199」
が 24 時間体制で実施しています。
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新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。

図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）
○ち い さ な 駅 美 術 館　☎ 52 ─ 2580（直）

問
い
合
わ
せ

一 般 書
　小　説　

『フォアビート・ノスタルジー』	 石原新太郎 // 著

『双頭の蜥蜴』	 乾石智子 // 著

『シャッフル航法』	  円城塔 // 著

『潮流』	 今野敏 // 著

『似非遍路』	  澤田ふじ子 // 著

『十字の記憶』	 堂場瞬一 // 著

『総理にされた男』	  中山七里 // 著

『反人生』	 山崎ナオコーラ // 著

『孤狼の血』	  柚木裕子 // 著

　くらし　

『多縁社会』	  篠原聡子 // 著

『トイレ学大辞典』
『地方創生ビジネスの教科書』	 増田寛也 // 著

『サラ弁』	  ほりえさちこ // 著

『マイ・ヴィンテージ・ハロウィン』	
	  マリオン・ポール // 著

　健　康　

『バイバイ、おねしょ！』	 冨部志保子 // 著

『がん経験者のための就活ブック』
	 HOPE プロジェクト　CSR プロジェクト // 編

『ウルトラ図解ぜんそく』	 足立満 // 監修

児 童 書
『あしにょきにょきにょき』	 深見春夫 // 作・絵

『はずかしがりやのバナナくん』	 岡田よしたか // 作

『べんり屋、寺岡の秋』	 中山聖子 // 作

『幸せとまずしさの教室』	 石井光太 // 著

11 月の移動図書館
11/ 4（水）安諦小学校	 13:00 〜 13:30

　　　　 　  久野原小学校	 14:15 〜 14:30

11/ 6（金）こころの医療センター

	 14:30 〜 15:00

　　　　　　西ケ峯小学校	 15:40 〜 16:00

11/10（火）鳥屋城小学校	 12:50 〜 13:20

11/11（水）石垣小学校	 13:00 〜 13:30

11/13（金）八幡小学校	 13:00 〜 13:45

11/17（火）城山西小学校	 13:00 〜 13:25

11/18（水）田殿小学校	 13:00 〜 13:30

11/20（金）こころの医療センター

	 14:30 〜 15:00

　　　　　　西ケ峯小学校	 15:40 〜 16:00

11 月のイベント
おはなしマラソン
14 日（土）　金屋図書館　10:00 ～ 10:30

ブックラザ
（親子創作造形遊び）：２～４歳の親子対象

26 日（木）　金屋図書館　10:00 ～ 11:00

プログラム／クリスマスバッグを作ろう

おひざでだっこのおはなし会
（わらべうた教室）：０～２歳児対象

16 日（月）　金屋図書館　10:00 ～ 11:00

プログラム／動きながら体と心をつくる

JR 藤並駅 2 階
ちいさな駅美術館

～ Ponte del Sogno ～

和歌山静子
原画展

10 月 1 日（木）～ 31 日（土）

「えほんマルシェ」
絵本と人がであう。えほん市場。

日時／11 月 23 日（月・祝）
　　　10：00 ～ 16：00
場所／地域交流センター ALEC

※入場無料
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

楽しい行事が盛りだくさん！

小川小学校

西ケ峯小学校

御霊小学校

八幡中学校

図書室オープンイベント 鮮魚コーナー内

地域交流センター ALEC の職員から図書
カードの使用方法、貸し出しの上限冊数など
図書室の利用方法の説明を聞きました。『あ
りりん』も駆けつけてくれ、子どもたちは大
盛り上がり。より一層、本への興味が高まり
ました。

運動会特有の華やかな雰囲気の中、子どもたちは力一杯がんばり、見る人たちに感動を与えま

した。力を出し切った子どもたちの顔は、とても晴れ晴れとしていました。また、保護者の方々

や地域の皆さまには、大きな声援や拍手で子どもたちを盛り上げていただき、綱引きなどにも参

加していただきました。そのお陰で一体感のある素晴らしい運動会になりました。

スーパーセンターオークワ有田川店で社会
見学を行いました。普段見ることができない
バックヤードを中心に、店長さんたちが説明
をしてくれました。「一生見ることできやん
わ～」と感激する児童もおり、いい体験にな
りました。

17



毎
年
、
人
権
機
関
有
田
川
で
は
人
権
意
識
の
育
成
と

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
人
権
啓
発
標
語
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
平
和
」「
友
達
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
小
学
生
の
部
3
7
8
点
、
中
学
生
の
部

7
0
4
点
、
一
般
の
部
38
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
に
ご
応
募
い
た
だ
い
た
優
秀
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人
権
啓
発
標
語
優
秀
賞
作
品

●
小
学
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

じ
ぶ
ん
と
は　

す
こ
し
ち
が
う
ね　

こ
せ
い
だ
ね

鳥
屋
城
小
学
校
1
年　

木
下
美
玖

　

優
秀
賞　

手
を
つ
な
ぎ　

平
和
の
た
め
に　

歩
き
だ
そ
う

安
諦
小
学
校
6
年　

束
前
楓
果

●
中
学
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

つ
な
げ
よ
う　

平
和
の
バ
ト
ン　

い
つ
ま
で
も

吉
備
中
学
校
1
年　

松
坂
美
音

　

優
秀
賞　

「
大
丈
夫
？
」
や
さ
し
い
気
遣
い　

わ
た
し
か
ら

金
屋
中
学
校
3
年　

中
屋
侑
華

●
一
般
の
部

　

最
優
秀
賞　

守
り
た
い　

決
意
と
努
力
の　

尊
い
平
和

中
野　

田
中
茂
代

　

優
秀
賞　

永
久
の
夢　

平
和
の
光
と　

明
る
い
未
来

田
口　

田
口
美
鈴

第
33
回
「
人
権
の
花
運
動
」（
和
歌
山
地
方
法
務
局
・

和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
主
催
）
に
お
い
て
、

藤
並
小
学
校
が
最
優
秀
賞
を
、
鳥
屋
城
小
学
校
、
久
野

原
小
学
校
、
安
諦
小
学
校
の
3
校
が
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

人
権
だ
よ
り
　
119

11
月
11
日
～
12
月
10
日

　
人
権
を
考
え
る
強
化
月
間
で
す

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

（最優秀賞校：藤並小学校）

お
知
ら
せ

11
月
19
日（
木
）、人
権
特
設
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間
／
13
時
～
16
時

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２︲
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
お
よ
び

不
燃
ご
み
の
収
集
運
搬
業
務

受
託
者
の
公
募
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
に
お
け

る
有
田
川
町
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
お
よ

び
不
燃
ご
み
の
収
集
運
搬
業
務
を
受
託
し

て
い
た
だ
け
る
個
人
ま
た
は
法
人
を
公
募

し
ま
す
。

公
募
型
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
受
託
者

を
決
定
し
ま
す
の
で
詳
し
く
は
次
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。「
公
募
型
指
名

競
争
入
札
参
加
要
領
」を
お
渡
し
し
ま
す
。

応
募
は
各
コ
ー
ス
と
も
に
、
個
人
に
お

い
て
は
4
人
以
上
で
1
組
、
法
人
に
お
い

て
は
従
業
員
4
人
以
上
を
条
件
と
し
て
受

け
付
け
ま
す
。

■
事
業
の
概
要

有
田
川
町
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
お

よ
び
不
燃
ご
み
集
積
所
を
巡
回
収
集
し

て
、そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場（
庄

1
0
4
1
―
1
）
お
よ
び
環
境
セ
ン
タ
ー

（
上
中
島
9
2
7
）
へ
運
搬
・
搬
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

町
内
を
A
コ
ー
ス
と
B
コ
ー
ス
に
分

割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
受
託
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
コ
ー
ス
お
よ
び
業
務
日
数

●
Ａ
コ
ー
ス

（
吉
備
地
区
と
金
屋
地
区
の
半
分
）

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

・
4
日
／
週（
月
・
火
・
水
・
金
）

・
2
0
8
日
／
年
程
度

※
1
日
必
要
人
員　

4
人
以
上

○
不
燃
ご
み

・
4
日
／
月（
木
）

・
48
日
／
年
程
度

※
1
日
必
要
人
員　

4
人
以
上

●
Ｂ
コ
ー
ス

（
金
屋
地
区
の
半
分
と
清
水
地
区
）

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

・
4
日
／
週（
月
・
火
・
水
・
金
）

・
2
0
8
日
／
年
程
度

　

※
1
日
必
要
人
員（
月
・
火
）
2
人
以
上

　

※
1
日
必
要
人
員（
水
・
金
）
4
人
以
上

○
不
燃
ご
み

・
4
日
／
月（
木
）

・
48
日
／
年
程
度

　

※
1
日
必
要
人
員　

4
人
以
上

■「
公
募
型
指
名
競
争
入
札
参
加
要
領
」

の
配
布

11
月
2
日（
月
）
～
13
日（
金
）

　

9
時
～
17
時（
12
時
～
13
時
を
除
く
）

※
開
庁
日
の
み

■
申
請
書
の
受
け
付
け

11
月
16
日（
月
）
～
20
日（
金
）

　

9
時
～
17
時（
12
時
～
13
時
を
除
く
）

※
開
庁
日
の
み

■
要
領
の
配
布
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

・
吉
備
庁
舎
環
境
衛
生
課

・
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室

※「
公
募
型
指
名
競
争
入
札
」
と
は
公
募
条

件
を
満
た
す
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加

で
き
る
入
札
方
式
で
す
。
受
託
希
望
者

か
ら
申
請
書
と
資
料
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
、
公
募
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば

原
則
的
に
全
て
の
方
が
指
名
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
指
名
さ
れ
た
方
々
に
よ
り

入
札
を
行
い
受
託
者
を
決
定
し
ま
す
。

年
末
の
し
尿
収
集
に
つ
い
て

年
末
の
し
尿
収
集
に
つ
い
て
は
11
月
25

日（
水
）
ま
で
に
次
の
業
者
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

こ
の
日
を
過
ぎ
ま
す
と
年
内
に
収
集
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
有
田
川
町
内
全
域

（
有
）武
田
清
掃

☎
３
２
―
2
3
9
1

●
吉
備
・
金
屋
地
域

上
田
衛
生

☎
５
２
―
4
5
8
2

※
12
月
29
日（
火
）
か
ら
1
月
5
日（
火
）

ま
で
の
し
尿
収
集
業
務
は
休
み
ま
す
。
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まちのデータ
（平成 27 年 9 月 30 日現在）

人口 27,289 人

男 12,827 人

女 14,462 人

10,414 世帯

交通事故発生件数
（9月中、物損含む）

有田川町 101 件
死者 0 人　負傷 18 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52− 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52−4730

環 境 セ ン タ ー 52−5384
プラスチック収集場 52− 7855
休 日 急 患 診 療 所 52−4882
有 田 聖 苑 52−3055
子育て支援センター {52− 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52− 8744

相 

談

◆
◆
◆

11
月
の
行
政
相
談

●
11
月
19
日（
木
）

・
二
川
住
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

9
時
～
11
時
30
分

・
粟
生
区
集
会
所

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課
・
清

水
行
政
局
総
務
政
策
室

福 

祉

◆
◆
◆

「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
の

対
象
と
な
る
疾
病
が
３
３
２
に

拡
大
さ
れ
ま
し
た

平
成
27
年
7
月
1
日
か
ら
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど（
※
1
）
の
対
象
と
な
る

疾
病
数
が
、
1
5
1
か
ら
3
3
2
へ
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
方
は
、
障
害
者
手
帳
（
※

2
）
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、
必
要
と
認

め
ら
れ
た
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
今
回
の
見
直
し
で
対
象
外
と

な
っ
た
疾
病
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
疾
病
や
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
1　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
相
談
支
援
・

補
装
具
お
よ
び
地
域
生
活
支
援
事
業

　
（
障
害
児
の
場
合
は
、
障
害
児
通
所
支

援
と
障
害
児
入
所
支
援
も
含
む
）

※
2　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

●
児
童
虐
待
と
は

例
と
し
て
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

・
身
体
的
虐
待
／
殴
る
、
け
る
、
や
け
ど

を
さ
せ
る
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

・
性
的
虐
待
／
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
な
ど

・
ネ
グ
レ
ク
ト
／
閉
じ
込
め
る
、
適
切
な

衣
食
住
の
世
話
を
し
な
い
、
重
い
病
気

に
な
っ
て
も
病
院
へ
連
れ
て
行
か
な
い

な
ど

・
心
理
的
虐
待
／
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無

視
、
兄
弟
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど

も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を

ふ
る
う
な
ど

●
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

問
題
で
す

「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

が
い
る
」「
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に

悩
ん
で
い
る
」「
子
育
て
に
悩
む
親
が
い

る
」
な
ど
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
連
絡
先

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
1
8
9

・
有
田
川
町
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
0
‐
8
9
4
1
‐
5
1
3
7

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課
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税 

金

◆
◆
◆

11
月
・
12
月
は

「
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

町
税
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切

な
財
源
で
す
。
有
田
川
町
で
は
、
納
期

内
に
納
付
さ
れ
た
方
と
の
公
平
を
保
ち
、

滞
納
の
解
消
を
図
る
た
め
に
、
県
・
和

歌
山
地
方
税
回
収
機
構
と
合
同
で
、
11

月
・
12
月
を
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間

と
し
て
、
税
収
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

税
金
を
滞
納
す
る
と
本
来
納
め
る
べ

き
税
金
の
ほ
か
に
延
滞
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
滞
納
し
た
ま
ま

放
置
す
る
と
、
法
律
に
基
づ
き
滞
納
者

の
意
思
に
関
わ
り
な
く
、
給
与
や
不
動

産
な
ど
財
産
の
差
し
押
さ
え
や
公
売
な

ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
納
期
内
に
納
税
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催

平
成
27
年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方
お
よ

び
法
定
調
書
な
ど
の
提
出
に
つ
い
て
、
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
日
時
／
11
月
20
日（
金
）
10
時
～
12
時

・
場
所
／
湯
浅
納
税
協
会
3
階
会
議
室

（
湯
浅
町
湯
浅
2
4
3
0
‐
７
７
）

■
問
い
合
わ
せ

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
5
3
5
1

公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税
協
会

税
を
考
え
る
週
間

11
月
11
日（
水
）
～
17
日（
火
）
は
「
税

の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」を
テ
ー
マ
に
、

税
を
考
え
る
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
税
の
役
割

国
民
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必

要
な
経
費
を
賄
う
財
源
が
「
税
金
」
で
す
。

国
税
庁
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
納
税
者

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
税
務
署
・
国
税
庁
の
仕
事

・
I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
化
を
通
じ

た
納
税
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

・
社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

制
度
の
導
入
に
伴
い
、
国
税
庁
は
、
法

人
番
号
の
付
番
機
関
に
な
る
と
と
も

に
、
個
人
番
号
お
よ
び
法
人
番
号
の
利

活
用
機
関
と
な
り
ま
し
た
。

※
税
に
関
す
る
情
報
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
（w

w
w

.nta.go.jp

）

■
問
い
合
わ
せ
／
湯
浅
税
務
署

☎
６
３
‐
5
3
5
1

催 

し

◆
◆
◆

第
2
回

和
歌
山
市
町
村
合
同
公
売
会

こ
の
公
売
会
は
、
税
金
滞
納
に
よ
り
差

し
押
さ
え
た
家
電
や
雑
貨
な
ど
の
動
産
を

入
札
に
よ
り
売
却
し
、
そ
の
代
金
を
滞
納

税
に
充
当
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
滞
納
の
縮
減
と
納
税
に
対

す
る
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
28
日（
土
）
11
時
～

●
場
所
／
海
南
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育

館
（
海
南
市
船
尾
2
6
0
‐
3
）

●
持
ち
物
／
印
鑑
、
購
入
代
金
、
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
委
任

状
（
代
理
人
が
落
札
す
る
場
合
の
み
）、

未
成
年
の
場
合
は
要
同
意
書

■
問
い
合
わ
せ

吉
備
庁
舎
税
務
課

和
歌
山
県
地
方
税
回
収
機
構

　

☎
0
7
3
‐
4
2
2
‐
3
6
3
0
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第
10
回

有
田
川
町
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（
兼
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会

中
学
生
代
表
選
考
会
）

新
年
の
目
標
は
、
健
康
的
に
過
ご
す
こ

と
！
平
成
28
年
こ
そ
、
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

●
日
程
／
平
成
28
年
1
月
11
日（
月
・
祝
）

●
時
間
／
受
付
８
時
30
分
～

　
　
　
　

競
技
９
時
30
分
～

●
集
合
場
所
／
き
び
東
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
コ
ー
ス

・
Ａ
コ
ー
ス　

２
．０
k
m

小
学
生
低
学
年（
１
～
３
年
生
）
の
部

男
女

小
学
生
高
学
年（
４
～
６
年
生
）
の
部

男
女

・
Ｂ
コ
ー
ス　

３
．４
k
m

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
選
考
会　

中
学
生
の
部

男
女

一
般
女
子（
中
学
生
以
上
）
の
部

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部

・
Ｃ
コ
ー
ス　

５
．０
k
m

一
般
男
子（
中
学
生
以
上
）
の
部

●
申
込
締
切
／
12
月
11
日（
金
）

●
参
加
費
／
１
０
０
円
（
保
険
料
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

和
歌
山
地
場
産
フ
ェ
ア
開
催

・
日
時

　

11
月
21
日（
土
）　

10
時
～
17
時

　

11
月
22
日（
日
）　

10
時
～
16
時

・
場
所
／
和
歌
山
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
紀
三
井
寺

８
５
６
）

・
内
容
／
和
歌
山
の
地
場
産
業
約
50
企
業

に
よ
る
新
製
品
の
展
示
や
即
売
、
う
ち

わ
（
保
田
紙
）
作
り
や
革
小
物
作
り
な

ど
が
で
き
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
ご
用

意
。
そ
の
ほ
か
、
実
演
コ
ー
ナ
ー
、
環

境
啓
発
ブ
ー
ス
な
ど
も
設
け
ま
す
。

※
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
（
公
財
）
和
歌
山
地
域

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
‐
４
４
７
‐
３
３
３
４

募 

集

◆
◆
◆

有
田
川
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

謝
礼
品
協
力
地
元
事
業
者
を
募

集
し
ま
す

有
田
川
町
は
、
一
定
額
以
上
の
「
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）」
を
し

て
い
た
だ
い
た
場
合
、
有
田
川
町
の
特
産

品
を
謝
礼
品
と
し
て
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
新
し
く
謝
礼
品
を
提
供

し
て
く
だ
さ
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

ぜ
ひ
本
町
の
P
R
に
つ
な
が
る
お
礼
の

品
を
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
有
田
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
／
11
月
16
日（
月
）
～
12
月

15
日（
火
）（
土
日
祝
日
は
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課有 田 川 町ふるさと応 援 寄 附 金 ホームページ

〒541-0058 大阪市中央区南久宝寺町3-1-8 

JTB西日本ふるさと納税
配送センター

月曜日～金曜日10時～17 時（祭日、年末年始、お盆除く）
問い合わせの際はお客様のID 番号をお知らせください。

☎0570-002-631（代表）

ふるさと
応援謝礼品
カタログに
関する

お問い合わせ

ht tp://www.town.ar idagawa . lg . jp/chosei/fu rusato_nozei/959.html

カタログ掲載以外の謝礼品に関しては
有田川町ふるさと応援寄附金謝礼品ホームページをご覧ください。

和
歌
山
県

ダイジェス
ト版

カタログ
有効期限

2016年3
月31日

ふるさと

応  援

寄 附 金

謝
礼
品
カ
タ
ロ
グ

h t t p : / / f u r u - p o . c o m / ふるぽ 検索

22



案 

内

◆
◆
◆

11
月
25
日
～
12
月
1
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
ご
家
族

は
、
直
接
の
被
害
に
加
え
、
そ
の
後
も
精

神
的
・
社
会
的
・
経
済
的
に
深
刻
な
被
害

を
受
け
る
こ
と
が
多
く
、
再
び
平
穏
な
生

活
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
周
囲
の
理
解

と
配
慮
に
基
づ
く
協
力
が
重
要
で
す
。

●
犯
罪
に
よ
る
被
害
の
相
談
を
お
受
け
し

ま
す

・
総
合
相
談
電
話

　

☎
＃
9
1
1
0

　

☎
0
7
3
‐
4
3
2
‐
0
1
1
0

・
公
益
社
団
法
人
紀
の
国
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー

　

☎
0
7
3
‐
4
2
7
‐
1
0
0
0

　

※
月
～
金　

10
時
～
16
時

　
　
　
　

土　

13
時
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ
／

　

湯
浅
警
察
署　

☎
６
４
‐
０
１
１
０

丹
生
区
で
太
鼓
な
ど
の
祭
用
具
を

購
入
し
ま
し
た

祭
用
具
は
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
助
成
を
受
け
て
購
入
し
た
も
の
で

あ
り
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と
し
て

文
化
振
興
事
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ

の
助
成
事
業
な
ど
各
種
の
事
業
を
実
施
・

支
援
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課

水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
期
限
は
24

日（
火
）で
す
。口
座
振
替
の
お
客
さ
ま
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

献 

血

◆
◆
◆

11
月
の
献
血

●
11
月
16
日（
月
）

・
有
田
川
町
役
場
吉
備
庁
舎

10
時
～
12
時
15
分

・（
株
）
松
源
吉
備
店

14
時
～
16
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課
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ま
ぼ
こ
型
の
石
柱
で
、
長
年
の
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
表
面
の
文

字
は
薄
れ
て
い
ま
す
が
、「
右
ハ
山
道
、
左
か
（
こ
）
う
や
道
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
石
ヶ
谷
地
蔵
は
、
県
内
で
も
珍
し
い
磨

崖
石
仏
と
し
て
町
指
定
の
文
化
財
で
す
。
寺
を
守
る
老
い
た
尼

の
た
め
に
空
海
が
彫
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
主
に
子
安
地

蔵
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
詣
道
は
、
こ
こ
か
ら
東
丹

生
図
・
垣
倉
を
経
て
、
御
霊
神
社
へ
と
至
り
ま
す
。

御
霊
神
社
は
、
縁
起
に
よ
る
と
寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
熊

野
詣
に
立
ち
寄
ら
れ
た
堀
河
天
皇
が
、
こ
の
地
域
に
吉
備
ゆ
か

り
の
場
所
が
多
い
こ
と
を
知
り
、
吉
備
真
備
の
功
績
を
た
た

え
、
五
町
四
方
の
境
内
を
寄
進
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
ま

す
。
御
霊
神
社
前
の
参
詣
道
は
、
か
つ
て
は
神
事
と
し
て
競
馬

を
行
っ
た
馬
場
で
あ

り
、
昭
和
二
〇
年
代

の
航
空
写
真
に
は
、

参
詣
道
の
松
並
木
が

残
る
な
ど
か
つ
て
の

風
情
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

本
号
で
は
、
八
月
号
に
引
き
続
き
、
高
野
参
詣
道
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。
奥
の
「
出
合
の
地
蔵
さ
ん
」
か
ら
北
へ
土
生
方
面

に
進
む
主
要
な
参
詣
道
は
、
現
在
の
吉
備
イ
ン
タ
ー
ゴ
ル
フ
の
手

前
を
旧
道
沿
い
に
東
へ
進
み
、
小
さ
な
峠
を
越
え
て
土
生
の
お
地

蔵
様
に
至
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
地
蔵
の
辻つ

じ

と
い
う
地
名
が
示
す
よ

う
に
、
古
く
か
ら
街
道
の
交
差
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
か
ら
旧
道
沿
い
に
東
に
進
ん
だ
参
詣
道
は
、
役
場
吉
備
庁
舎

前
の
交
差
点
か
ら
東
へ
農
免
道
路
に
入
り
ま
す
。

七
月
号
で
紹
介
し
た
高
瀬

の
庚こ

う

申し
ん

塔と
う

を
過
ぎ
、
さ
ら
に

東
に
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

進
む
と
西
丹
生
図
の
名
石

寺
・
石
ヶ
谷
地
蔵
へ
の
入
り

口
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
こ

こ
に
は
、
石い

し

灯ど
う

籠ろ
う

や
庚
申
塔

と
と
も
に
道
標
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
道
標
は
、
三
〇
セ

ン
チ
あ
ま
り
の
小
さ
な
か

高
野
参
詣
道（
二
）

そ
の
43
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